
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

NO.39 

▼一般図  

▼橋梁諸元  

 椿原橋は、東海北陸自動車道の白川 ICから北上した岐阜県と富山県の県境

に位置しており、椿原ダムの下流側で庄川を横断する複合トラス橋です。 

トラス上弦材とＰＣ床版を合成し、ＰＣ床版に主構としての機能を持たせ

た複合トラス橋です。床版の２方向にＰＣ鋼材を配置することにより床版の

剛性・耐力を高め、従来のトラス橋で一般的に採用されてきた上横構や床組

構造を省略して構造の合理化をめざしています。

つ ば き は ら ば し  

椿 原 橋  

   工 事 名：東海北陸自動車道椿原橋（鋼上部工）工事 

   発 注 者：日本道路公団中部支社 

   位  置：岐阜県大野郡白川村大字有家ヶ原～椿原 

   道路規格：第 1種第 3 級 B規格 

   形  式：3 径間連続複合トラス橋 

   荷  重：B活荷重 

   橋  長：322.0m（82.3m＋155.0m＋82.3m） 

   総 幅 員：11.65m～16.59m（有効幅員 10.06m～15.0m） 

   架設工法：張出し架設工法 

   ＰＣ鋼材：主ケーブル SWPR19 1S28.6（SM 工法） 

        床版横締め鋼材 SWPR19 1S21.8（SM工法） 

■ 側 面 図  

■ 床 版 断 面 図  ■ 標 準 断 面 図  



                                                  NO.39 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼工程表  

▼設計概要  

（1）本橋では、トラス上弦材とＰＣ床版を合成し、床版に主構としての作用を持たせるとともに、床版の2方向

にプレストレッシングを与えることにより床版の剛性および耐力を高めています。 

（2）床版にプレストレスを有効に作用させるため、プレストレッシング時には、スタッド部に箱抜きを設け、プ

レストレスを導入した後に箱抜き部に膨張コンクリートを打設し合成を行っています。 

（3）本橋では、上弦材とＰＣ床版の接合部に関する載荷試験を行い、耐疲労性および終局荷重状態における安全

性を確認しています。 

（4）本橋の支承は、免震支承を採用しており耐震性を高めています。 
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詳細設計

準備工

鋼構造物製作
（工場製作）

鋼構造物架設

ＰＣ床版工

橋面工

跡片付工
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